
子育て支援や教育に
子育て支援　幼稚園・こども園などの運営管理　市立学校などの運営管理
学校教育　障がい児支援　給食センターの運営管理

34億4,999万円

福祉・保健・医療に
生活福祉 ( 生活保護、保険年金 )　障がい者・高齢者の支援　介護　人権擁護
医療機能の確保　健康づくり　予防接種

33億1,576万円

市役所の運営等に
議会　総務　選挙　職員管理　予算・決算の調整　基金　監査
政策計画の策定　庁舎・市財産の管理　課税徴収　戸籍

16億2,425万円

病院・水道・下水道に
病院事業　水道事業　下水道事業
 ( 一般会計から収益の不足分を補うために支出している繰出金 )

14億8,845万円

活力のある地域づくりに
地域活動支援　地区センターの運営管理　文化財の保護　スポーツ振興
生涯学習の推進　市民プール・図書館・美術館の運営管理

12億7,227万円

道路・住宅・計画的な街づくりに
道路や河川の整備・維持管理　都市整備　市営住宅の整備・維持保全

12億887万円

防災・防犯・交通安全・救急・消防に
交通安全運動　交通安全施設の整備　防犯施設の整備　災害対策
自主防災　救急、救助、消防　火災や災害の予防　消防団

10億4,421万円

ごみ処理・動物愛護・環境対策に
ごみ処理　公害　動物愛護　水質・臭気・土壌・騒音測定
環境講座　市営墓地　火葬場

7億5,528万円

市債の返済に
公債費

7億4,921万円

御前崎市の魅力づくりや経済の発展に
移住定住促進　シティプロモーション　多文化共生　中小企業の支援
観光振興　産業振興　企業誘致・立地の促進　港湾整備・管理　雇用　消費者生活

6億8,241万円

行政・地域デジタル化の推進に
行政及び地域の情報化推進　CATV 施設の維持・管理

6億7,959万円

農林水産業の振興に
農業委員会　農林水産業の振興・経営基盤強化　畜産振興　荒廃農地対策
農道・農業用水路・ため池の整備　松くい虫・有害鳥獣対策

3億9,693万円

ゼロカーボンを目指したまちに
地球温暖化対策　緑地・公園　エネルギー対策　原子力に関する調整・広報

1億7,278万円
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How to use of budget 2025

令 和 7 年 度 予 算 の 予 算 概 要 一 般 会 計 の 予 算 額  （ 目 的 別 ）

※事業単位で分類しています。事業内に複数の分類がある場合は、経費の多い項目に計上しています。
※「その他」には国県支出金、基金や使用料・負担金などが含まれます。
※万円単位未満は四捨五入しているため、合計は必ずしも一致しません。

市税等 15億7,358万円

市税等 19億4,126万円

市税等 7億4,252万円
市　債　  5,400万円
その他 4億7,575万円

市税等 8億1,072万円
市　債 1億4,940万円
その他 5億2,833万円

市税等 12億9,995万円
その他 3億2,431万円

市税等 5億6,795万円
市債 2億6,370万円

その他 3億7,722万円

市税等 6億6,637万円円
市債 1,330万円

その他 3億6,454万円

市税等 6億9,501万円
その他 6,027万円

市税等 6億9,921万円
その他 5,000万円

市税等 5億2,668万円
市債 6,570万円

その他 9,003万円

市税等 3億8,360万円
その他 2億9,600万円

市税等 2億8,313万円
市債 3,010万円

その他 8,369万円

市税等 1,900万円
その他 1億5,378万円

その他 17億4,811万円

その他 13億7,450万円

市債 1億2,830万円

財源の内訳凡例
■市税等　■市債　■その他

水道事業会計への出資金や道路改良などに係る財源を
確保するため、地方債発行額は８億3,580万円となり、
全会計の地方債残高見込額は約150億円となりました。

情報システムの標準化・共通化やふるさと納税に係る
経費の増額により、物件費が増加しました。

地方債残高は前年度比４億6,488万6,000円の増加

物件費は前年度比 ６億3,493万7,000円の増加

基金残高全体で５億3,229万8,000円の減少

市税は前年度比 2,855万8,000円の減少

不足分の財源として財政調整基金を４億3,000万円、
公共施設整備基金などを8,167万6,000円取り崩し財源
を措置しました。

固定資産税で家屋の評点補正率による増額はありまし
たが、減価償却に伴う償却資産分の減額が見込まれるこ
とにより、市税は前年度よりも減少しました。

▶市税…納められる税金
▶分担金・負担金…特定事業の受益者に負担してもらうお金
▶使用料・手数料…施設使用料や各種証明書発行手数料など
▶繰入金…各種基金の取り崩しや他会計から繰り入れるお金
▶地方譲与税…特定の国税を国から譲与されるお金
▶地方交付税…地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供できる

ように国が地方公共団体の一般財源として配分するお金
▶国庫・県支出金…特定の目的のために、国や県から交付されるお金
▶市債…国や銀行などからの借入金
▶基金…特定の目的のための積立金、または準備しておく資金
▶人件費…報酬や給与など

▶扶助費…高齢者、児童や心身障がい者などに対する援助金
▶公債費…借入金の返済金
▶物件費…事業や管理の委託料、備品購入などの経費
▶維持補修費…道路や公共施設の修繕に係る経費
▶補助費等…団体などに対して行政上の目的で支払う経費、補助金、

負担金、交付金など
▶出資金・貸与金…関係する各種団体への出資、奨学生などへの貸し付け
▶繰出金…一般会計、特別会計との間で相互に資金運用するための経費
▶積立金…財源変動に備えて積み立てる経費
▶普通建設事業費…道路や公共施設の新増設などに必要とする経費
▶予備費…予期しなかった支出に対応するための資金

用 語 解 説
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※万円単位未満は四捨五入しているため、合計は必ずしも一致しません。

全会計の地方債残高 基金残高
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人件費
32億7,246万円
(19.4％)

市税
67億7,313万円
(40.2％)

市債
7億450万円(4.2％)

県支出金
11億7,318万円(7％)

国庫支出金
36億8,780万円(21.9％)

地方交付税
8億8,200万円(5.2％)

譲与・交付金等
14億430万円(8.3％)

その他
13億4,235万円(8％)

繰入金
6億3,978万円
(3.8％)

分担金・負担金
7,464万円(0.4％)

使用料・手数料
1億5,832万円
(0.9％)

168億4,000万円
歳 出

168億4,000万円
歳 入扶助費

26億5,118万円
(15.7％)

公債費
7億4,921万円
(4.4％)物件費

37億3,817万円
(22.2％)

補助費等
34億1,128万円(20.3％)

維持補修費
8,744万円（0.5％)

繰出金
7億161万円(4.2％)

投資及び出資金・貸付金
2億1,566万円(1.3％)

積立金
2,949万円(0.2％)

普通建設事業費
19億5,350万円(11.6％)

予備費
3,000万円(0.2％)

全会計市債発行額

　上表は、目的別から見た予算額の一覧です。予算額の多い順に並べ
ています。目的別でみると、昨年度に引き続き「子育て支援や教育に」

「福祉・保健・医療に」のための予算額が大きくなっています。
市債は、主に「道路・住宅・計画的な街づくりに」「病院・水道・下水道・
工業団地に」に充てられています。

歳出合計 168 億円 市民一人当たり予算 56万6,717円
（※令和7年１月１日現在の人口29,715人）

本市の予算について、皆さ
まのご意見を右の二次元
コードからご回答ください。

回答期限▶５月30日㈮

御前崎市の予算について
考えてみよう
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